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「おいしい！広島」農林水産物給食等提供事業における食育教材作成業務 

公募型プロポーザル選定委員会議事録（議事要旨） 

項  目 内     容 

１ 日  時 令和８年３月 12日（木）13時 30分から 14時 50分まで 

２ 場  所 広島県庁本館４階広島県海区漁業調整委員会室 

３ 出席委員 

・農林水産局農林水産ブランド戦略担当部長 

・農林水産局販売・連携推進課長 

・総務局広報課長 

・健康福祉局健康づくり推進課長 

・教育委員会事務局学びの変革推進部豊かな心と身体育成課長 

・農林水産局農業経営課長 

・農林水産局畜産課長 

・農林水産局水産課長 

４ 議  題 企画提案内容の審査及び最優秀提案者の決定について 

５ 担当部署 農林水産局 販売・連携推進課 

６ 開催方法 参集 

７ 議事内容 

提案された企画提案を基にプレゼンテーションを行い、選定委員会において審

査の上、最も得点が上位かつ評価基準に基づく各評価項目の配点の合計が 100分

の 60以上の提案者を最優秀提案者として選定した。 

 

１ 提案者（最優秀提案者：◎） 

Ａ社：ひろしま食のバトンメディア連合（◎） 

代表企業 株式会社アドプレックス 

構成企業 株式会社中国放送 

 

２ 各委員の主な評価・選定理由 

【Ａ社】 

審査項目順に記載する 

・全体として、子供に興味関心を持ってもらい、それを保護者にも波及させる視

点、また現場で取り入れてもらうための視点をもっており、具体的に提案され

ている。 

・目標設定の数的な根拠が明確でなく、達成可能性に懸念がある。 

・副読本について、子供の持っている好奇心を刺激し、その授業等での使用だけ

ではなく、家庭等での子供たちの行動変容等にも繋がることが期待できる。 

・動画コンテンツについて、中学生が興味を持って閲覧する動画コンテンツであ

ることは必要であるが、本年度に限らず、数年間は使用可能な内容としていた

だきたい。 
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・副読本と動画コンテンツについては、継続的な利用を想定し、より深い学びに

つながるよう、関連性のある内容にしていただきたい。 

・学校での活用促進のための資材制作について、教員目線でどのような教材・資

材であれば使いやすく利用率が上がるかということに注目されている点は評

価できる。現場のニーズを確認しながら柔軟に対応していただきたい。 

・学校以外での活用の促進について、デジタル流入のほか、リアルイベントなど、

幅広い活用が提案されており、学校以外での幅広い利用が期待できる。 

・タイトな期間にも関わらずスケジューリングされている。 

・実施体制について、学校現場での活用促進に向けては、教材の作成にあたり、

食育の視点や学校現場の実情等を把握・理解している方にも必ず関わっていた

だきたい。 

 

 


